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特i集

r
’
‘
せ
求
め
て

今
、
福
祉
は
・
：

　

日
本
国
憲
法
で
は
、
「
す
べ
て
の
国
民
は
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
も
つ
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
、
弱
い
人
、
体
や
心
が
不
自

由
な
人
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
十
分
な
内
容
で
は
な
い
と
し
て
も
、
せ
っ
か

く
作
ら
れ
た
制
度
を
生
か
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

昭
和
四
十
年
代
ま
で
の
日
本
の

福
祉
は
、
救
貧
対
策
的
な
福
祉
政

策
が
中
心
と
な
り
、
施
設
を
建
設

し
て
収
容
す
る
と
い
っ
た
狭
い
福

祉
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
齢
者
も
若
者
も
障

害
者
も
、
す
べ
て
普
通
の
生
活
を

送
る
た
め
、
と
も
に
暮
ら
し
、
と

も
に
生
き
抜
く
社
会
づ
く
り
が
提

唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
在

宅
福
祉
」
で

す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派

遣
や
テ
ィ
ー

サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
な
ど
は
、

国
の
予
算
も

大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、

福
祉
を
す
べ
て
の
行
政
の
基
礎
に

踏
ま
え
、
積
極
的
に
住
民
生
活
を

高
め
よ
う
と
す
る
総
合
福
祉
政
策

を
検
討
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

自
分
に
該
当
す
る
制
度
が
あ
っ

て
も
知
ら
ず
に
い
る
人
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
主
な
制
度
を
紹
介
し

ま
す
。
じ
っ
く
り
読
ん
で
福
祉
の

門
を
た
た
い
で
く
だ
さ
い
。

障

害

者

（児
）

肢体不自由 1，013人

視覚障害 294人

聴覚…平衡機能障害 413人

音声・言語等機能障害 21人

内部障害 232人

精神薄弱者（児） 217人

母子…寡婦家庭 479世帯

父子家庭 71既帯

寝たきり老人 179人

ひとり暮らし老人 282人

痴呆老人 （推定）2r）A

生活保護家庭 66所帯
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●特集今、福祉U：……

お
役
立
て
く
だ
さ
い
こ
の
制
度

身
体
障
害
者
（
児
）
の
福
祉

●
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

　

身
体
障
害
者
と
は
、
肢
体
不
自

由
、
視
覚
・
聴
覚
・
言
語
な
ど
に

障
害
を
も
つ
人
で
、
知
収
か
ら
「
身

体
障
害
者
手
帳
」
の
交
付
を
受
け

た
人
を
い
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、

医
師
の
診
断
書
（
所
定
の
川
紙
）

を
添
え
て
福
祉
事
務
所
を
通
じ
て

知
事
に
申
請
し

ま
す
。
十
五
歳

未
満
は
、
保
護

者
が
申
請
し
ま

す
。

●
特
別
障
害
者
手
当
等
制
度

　

こ
れ
ま
で
の
福
祉
1
当
制
度
が

再
編
成
さ
れ
て
特
別
障
害
者
1
当

等
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）
に

対
し
、
障
害
に
よ
っ
て
生
ず
る
負

担
の
一
助
と
し
て
別
表
の
D
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

二
十
歳
未
満
の
障
害
児
を
監
護

す
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
一
級
障
害
児
は
4
3
、

　

5
8
0
円
、
二
級
障
害
児
は
2

　

9
、
0
5
0
円

支
給
月
四
月
・
八
月
・
十
一
月

●
重
症
心
身
障
害
者
（
児
）

　
　
　
　
　

福
祉
手
当
制
度

　

障
害
者
本
人
、
ま
た
は
障
害
児

と
同
居
し
て
介
護
し
、
か
つ
生
計

を
維
持
す
る
人
に
、
月
額
3
、
0
0

0
円
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

施
設
人
所
者
、
特
別
障
害
者
等
手

当
受
給
者
、
各
種
法
障
害
年
金
受

給
者
（
国
民
年
金
を
除
く
）
、
老
人

介
護
慰
労
金
受
給
者
は
い
又
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
人
所
得
や
配

偶
者
、
扶
養
義
務
者
所
1
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。

対
象
身
体
障
害
者
手
帳
2
級
以

　

上
、
ま
た
は
三
級
以
上
で
児
童

　

相
談
所
や
精
神
薄
弱
者
更
生
相

　

談
所
の
判
定
に
よ
り
認
め
ら
れ

　

た
人

●
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

精
神
薄
弱
者
（
児
）
及
び
障
害
者

手
帳
三
級
以
上
の
障
害
者
を
も
つ

保
護
者
が
、
一
定
額
の
掛
金
を
す

る
と
保
護
者
の
死
亡
（
重
度
障
害
）

の
際
、
残
さ
れ
た
障
害
者
に
終
身

年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

月
額
掛
金
は
、
一
目
加
入
の
場

合
保
護
者
が
三
十
五
歳
未
満
ま
で

に
加
入
す
れ
ば
1
、
4
0
0
円
。
三

十
五
歳
以
上
は
、
年
齢
に
応
じ
て

1
、
9
0
0
円
か
ら
6
、
8
0
0
円

で
二
目
ま
で
加
入
で
き
、
年
金
月

額
は
一
目
2
0
、
0
0
0
円
で
す
。

●
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

　

重
度
の
障
害
者
を
も
つ
世
帯
で
、

障
害
者
を
介
護
で
き
な
い
場
合
に

食
事
の
世
話
や
話
し
相
手
と
な
る

家
庭
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
制
度
で

す
。
現
在
、
六
人
の
家
庭
奉
仕
H

が
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
近
く
の
民
生
委
員
さ

ん
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　

医
療
費
助
成
事
業

　

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
か
ら
三

級
ま
で
と
療
育
子
帳
A
I
・
A
2

・
B
I
の
保
持
者
で
六
十
五
歳
未

満
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
対
象
医
療
費
の
本
人
負
担

分
を
助
成
し
ま
す
。

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

　
　
　
　
　

料
金
助
成
制
度

　

在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

∴
一
級
と
療
育
手
帳
A
I
・
A
2

の
所
持
者
の
生
活
の
利

便
と
社
会
活
動
を
促
進

す
る
た
め
に
タ
ク
シ
ー

利
川
料
金
の
助
成
を
し

ま
す
。
一
回
に
付
き
4

0
0
円
を
助
成
し
、
年

間
二
十
回
ま
で
利
川
で

き
ま
す
。

　

自
動
車
を
所
有
し
、

運
転
す
る
人
は
、
除
か

れ
ま
す
。

精
神
薄
弱
者
（
児
）
の
福
祉

●
「
療
育
手
帳
」

　

精
神
薄
弱
者
ま
た
は
そ
の
保
護

者
は
、
福
祉
事
務
所
を
通
じ
て
知

事
に
「
療
育
手
帳
」
の
交
付
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
で
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
は
、
二
百
人
余
り
に
な
り

ま
す
。

　

精
神
薄
弱
者
の
な
か
に
は
、
身

体
上
の
障
害
を
も
つ
人
も
お
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
精
神
薄
弱
者
の
福
祉
対
策

は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
対
策
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
各
種
の
制

度
も
身
体
障
害
者
の
制
度
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。

母
子
・
寡
婦
家
庭
の
福
祉

母
子
家
庭
の
母
配
偶
者
の
い
な

　

い
女
子
で
、
児
童
（
二
十
歳
未

　

満
）
を
扶
養
し
て
い
る
人
。

寡
婦
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
で
、

　

か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ

　

た
人
。
ま
た
は
四
十
歳
以
上
の

　

配
偶
者
の
い
な
い
女
子
。

特別障害者手当 障害児福祉手当

対

象

者

身体障害者手帳

1・2級、IQ

20以下程度で20

歳以上の人

重度の障害をも

つ20歳未満の人

額
月額　　

22，760円

月額　　

12，380円

支給

月
5月・8月・11月・2月

請
求
手
続
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
次
へ
。

　

大
野
市
役
所
内

　
　
　
　

福
祉
事
務
所

　
　

豊
6
6
●
1
1
1
1



・
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

父
親
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
や

父
親
が
身
体
障
害
者
一
級
程
度
の

障
害
を
も
つ
家
庭
の
児
童
の
心
身

が
、
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
よ
う

母
や
養
育
者
に
支
給
す
る
制
度
で

す
。

　

国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
児
童
や
所
得
制
限

と
支
給
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

十
八
歳
未
満
の
人
や
二
十
歳
未

満
で
身
体
障
害
者
手
帳
三
級
程
度

以
上
の
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と

　

別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児
童

②
父
が
、
重
度
障
害
ま
た
は
死
亡

　

し
た
児
童
・

3
一
年
以
上
に
わ
た
り
、
父
か
ら

　

遺
棄
さ
れ
て
い
る
か
、
父
が
法

　

令
に
よ
り
拘
禁
ま
た
は
生
死
不

　

明
の
児
童

④
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　

児
童
（
認
知
・
監
護
さ
れ
て
い
な
い
）

所得制限と支給月額

年収1，929，000円未満35，910円

年収3，448，000円未満24，040円

年収3，448，000円以上支給なし

手当の支払

　

8月～11月分12月

12月～3月分4月

4月～7月分8月

母子家庭の就学に関する制度

高校授業料助成
全日制7，400円

定時制3，000円

小・中学校入学支度金　　

（死別母子家庭）

小学校20，000円

中学校25，000円

小・中学校入学支度金　　

（生別母子家庭）

小学校10，000円

中学校10，000円

修学旅行扶助金
小学6年10，000円

中学2年20，000円

母子家庭等就学扶助費　

児童扶養手当または、死亡による年金喪失

後も在学していた場合、その年の卒業月（3月）

まで修学費を助成します。所得に応じて、月

額33，900円、または22，700円。

…
母
子
・
父
子
家
庭
等

　
　
　
　

介
護
人
派
遣
事
業

　

母
子
・
父
子
家
庭
で
父
母
な
ど

が
病
気
な
ど
で
児
童
の
世
話
が
で

き
な
い
と
き
、
児
童
が
病
気
で
父

母
が
仕
事
に
行
け
な
い
と
き
な
ど

に
介
護
人
を
派
遣
し
ま
す
。

　

介
護
人
は
、
母
子
家
庭
の
母
が

互
助
の
精
神
で
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
事
務
所
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

　

児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
母
子
家
庭
（
年
金
受
給
者
を

含
む
）
の
母
・
児
童
と
一
人
暮
ら

し
の
募
婦
で
市
長
が
認
め
た
人
に

対
し
、
保
険
対
象
診
療
費
の
本
人

負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

児
童
の
福
祉

・
児
童
手
当

　

十
八
歳
未
満
の
児
童
が
二
人
以

上
い
て
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
が
必
ず
一
人
以
上
い
た
場
合
、

生
計
を
同
じ
く
す
る
父
母
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
第
二
子
が
月
額
2
、

5
0
0
円
、
第
三
子
以
降
は
月
額

5
、
0
0
0
円
で
す
。
た
だ
し
、
所

得
払
野
が
あ
り
ま
す
。

…
乳
児
医
療
費
助
成
制
度

　

一
歳
未
満
の
乳
児
に
か
か
る
保

険
対
象
診
療
の
本
人
負
担
分
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
他
法
に
よ

る
給
付
が
あ
る
場
合
は
給
付
額
が

控
除
、
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

老
人
の
福
祉

…
在
宅
寝
た
き
り
老
人
・
痴
呆

　
　
　

性
老
人
介
護
金
支
給
事
業

　

寝
た
き
り
や
痴
呆
性
老
人
と
同

居
し
、
六
ヵ
月
以
上
継
続
し
て
介

護
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
満
六
十
五

歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
と
重
度

痴
呆
性
老
人
で
、
特
別
障
害
者
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
す
。

　

慰
労
金
の
額
は
、
老
人
の
い
る

世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得
税
が

非
課
税
の
場
合
、
月
額
5
、
0
0
0

円
。
課
税
者
は
、
月
額
3
、
0
0
0

円
で
す
。

・
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
や
比
較

的
弱
い
老
人
を
一
日
（
デ
イ
）
お

預
か
り
（
サ
ー
ビ
ス
）
す
る
制
度

で
す
。

　

専
川
巾
で
送
迎
し
ま
す
。
お
風

呂
に
入
っ
た
り
食
事
を
し
な
が
ら

お
年
寄
り
同
士
の
交
流
で
楽
し
い

一
日
が
過
ご
せ
ま
す
。

　

費
用
は
、
一
人
7
0
0
円
、
一

人
で
人
浴
出
来
な
い
人
は
、
1
、
1

0
0
円
で
す
。
申
し
込
み
は
、
福

祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

・
は
リ
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

療
養
費
助
成
制
度

　

六
十
五
歳
以
上
で
他
人
の
介
護

を
必
要
と
す
る
人
や
七
十
歳
以
上

で
医
療
保
険
外
の
は
り
・
き
ゅ
う

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
養
費
の
三
割
を

助
成
し
ま
す
o

・
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　

老
衰
、
心
身
の
障
害
な
ど
に
よ

っ
て
寝
た
き
り
と
な
り
、
日
常
生

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
お
お

む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
介
護
の
得

ら
れ
な
い
老
人
が
対
象
で
す
。

　

手
続
き
は
、
本
人
ま
た
は
民
生

委
員
の
中
請

に
基
づ
き
調

査
し
、
派
遣

の
決
定
を
し

ま
す
。
負
担

金
は
、
老
人

の
い
る
家
庭

の
生
計
中
心

者
の
所
得
を

基
準
と
し
て

決
め
ま
す
、



●特集今、福祉は……

福
祉
の
心
を
育
て
輪
を
広
げ
る

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

　

住
民
自
ら
が
福
祉
を
育
て
、
守

り
、
創
造
し
て
い
く
と
い
う
考
え

に
立
ち
、
法
律
や
制
度
で
は
対
応

で
き
な
い
こ
と
や
人
間
と
し
て
見

逃
せ
な
い
こ
と
に
福
祉
の
手
を
差

し
伸
べ
ま
す
。

　

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
二

日
に
社
会
福
祉
法
人
の
認
可
を
受

け
た
民
間
の
法
人
組
織
で
す
。

　

役
員
は
、
理
事
十
五
人
、
監
事

三
人
で
構
成
さ
れ
、
評
議
員
は
、

四
十
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
務
局
は
、
有
終
会
館
一
階
に
あ

り
事
務
局
長
以
下
三
人
の
職
員
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
二
人
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
主
な
活
動

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
地
域
福
祉
や
在
宅
福
祉
の
確
立

　

福
祉
事
務
所
と
一
体
と
な
っ
て

す
べ
て
の
人
が
生
き
が
い
の
あ
る

暮
し
が
で
き
る
よ
う
活
動
し
ま
す
。

②
福
祉
の
心
を
育
て
福
祉
の
ま
ち

　

づ
く
り
を

　

身
近
な
福
祉
を
め
ざ
し
福
祉
推

進
委
員
の
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

住
民
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
活
き

生
き
フ
ェ
ア
の
開
催
や
機
関
紙
の

発
行
で
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
需
給

　

調
整

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
活
発
に
し
、
福
祉
の
需
要
に

応
じ
ま
す
。

▲6月3日、有終会館で開かれた活き生きフェアー

ボランティア保険（申し込みは社会福祉協議会）

補償内容

ボランティアがボランティア活動中に、①偶然な事

故によってケガをした場合の「傷害保険」、②第三者

の身体や財物に傷害を与えた場合の「賠償責任保険」

をセットしたものです。

補

償

金

額

傷

害

保

険

ボラ

ンテ

ィア

本人

のケ

ガ

死亡500万円

後遺傷害500万円

入院（1日当たり）3，500円

通院（1日当たり）2，000円

賠償

責任

保険

対

人

1人当たり6，000万円

1事故当たり1億2，000万円

対物 1事故当たり300万円

掛金 1人当たり、1年間300円

加入できる

人加入対象

となる活動

●ボランティア活動を行う人（原則として無給で自助活動で　

なく報酬は実費弁償程度であること）

●民生委員、補導委員、防犯委員、々少年指導員、体育指導　

員、行政指導委員、青少年カウンセラー、交通安全指導H　

など。

●大野市社協に加入している社会福祉ト月体やその構成nが他　

人のために行う活動。

●自治会、子供会、町内会、PTAやその構成nが他人のだ　

めに行う活動。

●
身
近
な
福
祉
を
め
ざ
す

　
　
　

地
域
福
祉
推
進
員

　

集
落
や
町
内
の
住
民
福
祉
に

関
わ
る
問
題
や
情
報
を
把
握
し

よ
う
と
、
昭
和
六
十
三
年
度
か

ら
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
百
五
十
六
人
の
福
祉
推

進
員
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
区

長
会
や
民
生
児
童
委
員
と
一
体

と
な
っ
て
研
修
会
を
開
催
し
、

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

　

悩
み
や
困
っ
た
と
き
は
、
気

軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

ボ
ラ
ヽ
ノ
テ
ィ
ア
セ
ン
5
I

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

登
録
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
需
要

に
応
じ
派
遣
調
整
を
し
ま
す
。

　

現
在
、
登
録
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
、
個
人
が
三

百
六
十
人
、
グ
ル
ー
プ
は
二
十

七
団
体
あ
り
ま
す
。
個
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
次
の

よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

友
愛
訪
問
話
し
相
手
と
な
る
。

　

安
否
確
認
。
電
話
訪
問
。
朝

　

夕
声
を
掛
け
る
。

生
活
援
助
通
院
・
通
園
・
旅

　

行
な
ど
の
付
添
い
。
洗
濯
・

　

掃
除
や
修
理
・
代
筆
・
除
雪
。

身
辺
介
助
寝
た
き
り
老
人
や

　

障
害
児
の
介
護
。
食
事
・
入

　

浴
・
リ
ハ
ビ
リ
の
介
助
。

緊
急
対
応
緊
急
の
介
護
や
通

　

報
、
災
害
時
の
連
絡
や
援
助
。

中
級
手
話
講
習
会

対
象
聴
覚
障
害
者
等
の

　

福
祉
に
理
解
と
熱
意
の

　

あ
る
人
で
、
初
級
手
話

　

講
習
会
を
受
講
し
た
人
。

期
間
8
月
3
1
日
？
1
2
月

　

7
日
ま
で
の
毎
週
金
曜

　

日
午
後
7
時
？
9
時

会
場
大
野
有
終
会
館
内

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

定
員
2
0
人

費
用
無
料

申
込
福
祉
事
務
所
福
祉

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）



財政公表

大野市：の家計ノノ簿

　

平
成
元
年
度
の
市
の
会
計
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
私
た
ち
が
納
め
た
市
税
や
国
の
交
付
税
な
ど
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
気
に
な
る
も
の
で
す
。
市

で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分
し
、
財
政
の
健

全
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
図
表
を
中
心
に
市
の
家
計
内
容

を
公
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
目
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

一
般
会
計
は
、
昭
和
六
ト

三
年
度
に
比
べ
て
歳
人
で

・
六
％
、
歳
出
で
○
・
丘
％

と
わ
ず
か
な
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。
収
支
の
差
引
は
、

四
億
二
二
七
四
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
た
に
着
工
し
た
建
設
事
業
で

は
、
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策

事
業
」
に
指
定
さ
れ
た
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
建
設
や
若
生
f
大
橋
改
修
、

蕨
生
小
校
舎
・
体
育
館
改
築
、
下

庄
小
体
育
館
改
築
、
湯
の
谷
川
温

泉
掘
削
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

性
質
別
の
歳
出
で
は
、
積
立
金

が
前
年
度
よ
り
六
億
余
り
の
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
減
債

基
金
（
市
債
を
減
ら
す
た
め
の
基

金
）
と
し
て
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
が
交
付
さ
れ
た
た
め
で
す
。

歳出
125億4，501万円

区分 決算額（万円） 率㈲

1．議会費 1億6，116 1．3

2．総務費 27億6，832 22．1

3．民生費 16億4，751 13．1

4．衛生費 8億3，321 6．6

5．労働費 2億1，534 1．7

6．農林水産業費 12億9，456 10．3

7．商工費 6億294 4．8

8．土木費 16億6，564 13．3
9．消防費 3億5，271 2．8

10．教育費 20億2，902 16．2

11．災害復旧費 1億4，815 1．2

12．公債費 8億2，645 6．6

13．予備費 0 －

平
成

元
年
度

建
設
事
業
の
内
訳



平成元年度
こ

会｜う

：……原原犬万ミ

；

　

市
税
は
、
昨
年
よ
り
約
一
％
下

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
費

税
導
人
に
伴
い
電
気
税
や
た
ば
こ

消
費
税
な
ど
が
廃
止
さ
れ
た
た
め

で
す
。
こ
の
代
わ
り
に
消
費
譲
与

税
が
約
一
億
三
千
三
百
万
円
交
付

さ
れ
、
地
方
譲
与
税
は
昨
年
の
二

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
税
な
ど

市
固
有
の
財
源
が
占
め
る

割
合
は
四
万
三
％
で
す
0

市
税
の

　

収
入
状
況

区分 決算額（万円） 率㈲

1．市税 33億1，841 25．6

2．地方譲与税 2億8，920 2．2

3．利子割交付金 7，860 0．6

4．自動車取得税交付金 1億7，037 1．3

5．地方交付税 40億3，032 31．1

6．交通安全対策特別交付金 911 0．1

7．分担金及び負担金 2億4，585 1．9

8．使用料及び手数料 1億7，855 1．4

9．国庫支出金 12億1，763 9．4

10．県支出金 8億8，654 6．8

11．財産収入 1億3，320 1．0

12．寄付金 389 0．0

13．繰入金 6億1，039 4．7

14．繰越金 2億8，316 2．2

15．諸収入 5億8，852 4．6

16．市債 9億2，401 7工1

おもな市税の負担（市民一人当たり）

ぺ市税全体78，617円
市民税38，138円たばこ税3，849円
固定資産税31，687円都市計画税2，849円
軽自動車税1，174円ノ

歳口入

129億6，775万円

市有財産

基金35億5，436万円

團函題脳－四

饉剛甑暗誦匯lll】

借入

先別

の市

債現

在高

借入先 金額 比率㈲

大蔵省資金運用部郵政省簡易保険局

公営企業金融公庫

大野市農業協同組合各種共済組合

越前信用金庫その他

36億1，277万円
21億3，254万円
3億958万円
3億8，451万円
2億4，318万円　　

9，279万円
4億172万円

50．3
29．7　
4．3

　5．4　
3．4

　1．3　
5．6

計 71億7，709万円 100．0

水道事業

歳入1億8，554万円

歳出2億4，619万円

差引△6，065万円

＊赤字分は、予算の定めに従い、企業会計内部

　

留保資金を充当します。

特別会計
決算額

簡易水道

歳入5，859万円
歳出5，334万円

差引525万円

農業集落排水

歳入1億9，736万円
歳出1億9，736万円
差引0

国民健康保険

歳入21億5，445万円
歳出20億9，948万円
差引5，497万円

老人保健

歳入22億2，503万円
歳出22億1，241万円
差引1，262万円

南部第二土地区画整理｀｜

歳入3億6，767万円
歳出3億4，485万円
差引2，282万円
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古
墳
期
の
須
恵
器
も
多
く
出
土

　

今
年
の
四
月
か
ら
発
掘
調
査
が

進
め
ら
れ
て
い
た
新
庄
遺
跡
は
、

七
月
末
で
調
査
を
終
え
ま
し
た
。

　

大
野
高
校
の
移
転
先
に
決
ま
っ

た
新
庄
地
籍
は
、
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
五

月
か
ら
現
地
で
土
器
の
破
片
収
集

や
試
掘
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果

古
墳
時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡
や
土

器
片
が
出
土
し
た
た
め
、
今
回
の

本
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

敷
地
七
万
三
千
平
方
ロ
の
う
ち
、

校
舎
建
設
予
定
地
の
三
万

四
百
平
方
□
の
水
田
の
表

土
を
大
型
機
械
で
掘
っ
た

あ
と
、
鍬
な
ど
で
慎
重
に

削
り
取
り
ま
し
た
。

　

発
掘
作
業
は
、
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の

中
司
照
世
主
任
調
査
員
の

指
導
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
や
新
庄
地
区
の

皆
さ
ん
の
手
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
大
野
市
が
主
体

と
な
っ
た
発
掘
調
査
は
、

今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

新
庄
遺
跡
の
特
徴
は
、

古
墳
時
代
に
全
国
的
に
は

竪
穴
住
居
が
多
く
見
ら
れ

る
の
に
対
し
、
掘
立
柱
建

物
で
あ
る
こ
と
、
須
恵
器

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
室
町
時
代
の
住
居

跡
か
ら
は
、
全
国
で
も
十

数
例
し
か
な
い
包
丁
（
刃

渡
り
十
四
硝
）
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

新庄遺跡から出土したもの
y
ー
ー
ー

墳古 生弥 文縄
く時

代

：
西
暦
七
一
〇
年
　
　

（
奈
良
・
平
安

‐
‐
‐
西
暦
三
〇
〇
年
こ
ろ
－
‐
　

・
仏
教
伝
来
　

・
聖
徳
太
子
、
摂
政
に
　

・
法
隆
寺
建
立
　

・
大
化
の
改
新

：
紀
元
前
三
〇
〇
年
こ
ろ
　

…
朝
鮮
青
銅
器
が
伝
わ
　

・
卑
弥
呼
・
使
者
を
魏
　
　

に
送
る

：
紀
元
前
一
万
年
こ
ろ
ー

日
本
の
で
き
ご
と
遺
構
・
遺
物

・
鎌
倉
時
代
）

・
掘
っ
立
て
建
物
2
0
棟

・
土
師
器
多
数

・
須
宙
■
3
器
多
数

・
土
錘
1
点

・
柱
根
1
8
本

・
土
壌
3
基

・
弥
生
土
器
（
後
期
）
若
干

・
石
鍬
1
2
点

・
磨
製
石
斧
1
点

－
―
自
自
1
－
－
‐
1
1
‐
‐
I
‐
ー
ー
¶
－
自
―
ー
自
1
－
―
‐
1
―
－
1
自
1
－
―
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
　

・
縄
文
土
器
若
干
　

・
石
皿
1
点
　

…
磨
り
石
I
点

ヤ
l

田
I ：

西
暦
回
二
九
二
年
‐
：
‐
　

・
応
仁
の
乱
　

・
鉄
砲
伝
来
　

・
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

・
掘
立
柱
建
物
1
棟

・
井
戸
4
基

・
土
師
資
小
皿
（
灯
明
皿
）
・
鮒
・
漆
　

器
・
陶
磁
器
・
砥
石
・
鉄
釘
・
銅
銭

弓紅涙！州隋／工，yli胞；留忿恨柏j

貴
重
な
集
落
跡

　

発
掘
の
指
導

や
遺
物
の
分
析

に
当
た
っ
た
中

司
照
世
さ
ん
は
、

　

「
建
物
跡
か
ら
み
て
、
集
落
の
構

成
は
十
戸
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
、
こ

の
一
帯
は
地
下
水
位
が
高
く
、
竪

穴
住
居
が
で
き
ず
掘
立
柱
建
物
に

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

古
墳
時
代
に
須
恵
器
が
多
く
出
る

の
は
珍
し
く
、
生
活
水
準
が
高
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
地
で

作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

中
司
さ
ん
は
、
右
近
次
郎
遺
跡

の
発
掘
も
手
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
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・

S・8日（水）JR駅前広場

　　　　

午後ワ：30～10：00

ト9日（木）五番商店街通り

　　　　

午後ワ：30～10：00

・゛10日（金）横町商店街通り

　　　　

午後ワ：30～10：00

11日（土）七間商店街通り

　　　　

午後7：30～10：00

S113日（月）三番商店街通り

　　　　

午後7：30～10：00

S・・14日（火）春日商店街通り

　　　　

午後7：30～10：00

雨
天
中
止

●・15

　

困
・16日

　

困

　

六間通り

午後7：30～11：00

ノ節珊恥ひ越前ささめ1脆恚
唯間雛戮肌副直Lべ・ダ恥－プ叫勁遼l・麹消咆訓E

協
賛
行
事

・弓道大会9日PM7～市営弓道場

・名水カップ少年サッカー10～12日AM9～市民グラウンド他

・おおの簡保フェスタ’9012日AM9～有終会館

・囲碁大会12日AM9：30～下庄公民館

・城まつり茶会12日AM10～有終会館

・小学生相撲選手権大会14日AM9～市営相撲場

・居合道大会15日AM9～有終西小体育館

・剣道大会15日AM9～有終西小体育館

・臨時郵便局（郵遊倶楽部）開設15日PMI～9六間通り

．’90ヤングフェスティバル15日PMI～有終会館

・灯ろう流し16日PM7～洞雲寺・光明寺

・少年柔道大会16日AM9～B＆G海洋センター

・ONODEROCKAGO！！GO！！16日AM11～六間広場

・NTTテレホンサービス1日～16日フリーダイヤル（0120－3ワ0153）

期
間
中
の
催
物

8日オープニングおどりコンクール

　

PMワ：30～JR駅前広場

15

日

金森長近公遺徳顕彰祭

　

AM10：30～亀山公園銅像前

太鼓流し打ち・吹奏楽パレード

　

PM2：00～市内一円

吹奏楽演奏会（中学校）

　

PM3：00～六間広場

太鼓まつり（奥越太鼓・彦根赤鬼太鼓）

　

PM4：00～六間広場

地
区
の
夏
ま
つ
リ

・小山祭り（小山公民館設置40周年記念）

　

25日（前夜祭）花火・ゆかたコンテスト他

　

26日記念式典・演芸・大なわとび他

・上庄夏まつり

　

12日映画．バザー・盆踊り・花火他

・阪谷夏まつり

　

11日子供相撲・カラオケ・盆踊り他

・富田夏まつり

　

12日映画・綱引き・相撲・盆踊り他

・乾側納涼盆踊り大会

　

13日盆踊り・夜店・抽せん
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
－
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

春日東公園で遊ぶ子ら

ぐるー・3e登場
女性サッカーチーム

　　

大野エレガンス

中
学
生
か
ら
主
婦
ま
で

　
　
　

楽
し
い
混
成
チ
ー
ム

　

監
督
の
宇
野
政
市
郎
さ
ん
と
コ

ー
チ
の
石
田
裕
行
さ
ん
以
外
は
、

女
性
ば
か
り
の
チ
ー
ム
で
す
。
し

か
も
中
学
生
二
人
、
高
校
生
七
人

一
般
六
人
計
十
五
人
と
い
う
混
成

チ
ー
ム
で
す
。
昭
和
六
十
三
年
六

月
に
、
監
督
の
宇
野
さ
ん
が
有
終

東
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
応
援
に
来
る
お
母
さ
ん
た
ち

を
集
め
て
、
チ
ー
ム
を
作
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　

中
学
生
は
開
成
中
、
高
校
生
は

大
野
高
校
と
勝
山
南
高
校
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
六
人
は

O
L
や
主
婦
で
す
。

　

練
習
は
週
一
～
二
回
、
夜
七
時

三
十
分
か
ら
九
時
ま
で
、
陽
明
中

学
校
で
し
て
い
ま
す
。
混
成
チ
ー

ム
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
の

よ
い
時
間
が
違
い
、
な
か
な
か
全

員
が
そ
ろ
わ
ず
、
こ
れ
が
チ
ー
ム

の
大
き
な
悩
み
で
す
。
し
か
し
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
だ
け
に
、
都

合
を
つ
け
て
参
加
し
た
人
た
ち
は

一
生
懸
命
で
す
。
特
に
年
三
回
あ

る
大
会
の
前
は
熱
が
入
り
ま
す
。

　

県
下
に
は
、
エ
レ
ガ
ン

ス
の
ほ
か
、
丸
岡
中
と
敦

賀
女
子
短
大
に
女
性
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。
七
月
一

日
、
大
野
工
業
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
北
信
越
大
会

の
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
レ
ガ
ン
ス
は
、
一
勝
一

引
き
分
け
で
優
勝
、
そ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

北
信
越
大
会
は
八
月
四
日
、

五
日
の
両
日
、
石
川
県
下

で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

創
立
以
来
の
メ
ン
バ
ー

で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

る
清
水
久
美
さ
ん
（
中
荒

井
町
1
・
2
2
歳
）
は
、
「
部

員
の
年
齢
幅
が
広
い
の
で
、
子
供

と
も
大
人
と
も
友
達
に
な
れ
る
チ

1
ム
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
0
申
し

込
み
は
、
宇
野
菓
子
店
（
明
倫
町

1
0
－
1
8
豊
6
5
－
2
3
3
7
）
へ
、

●i

　　　　

ヤングコーナー

　　　

●゛

　　

鉄4

捌戸口図賀りE

　

千寸

　

ヤ優勝者。に恍

　

゛漂恍，゛゛

　

ク弔闘熊i

　

大野青年連絡会

　

夏
が
来
ま
し
た
。

　

恒
例
の
「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
「
ね
る
と
ん
ゲ
ー
ム
」

や
「
4
2
・
1
9
5
時
間
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
」
に
た
く
さ
ん
の
方
々
が

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

も
回
を
重
ね
、
今
年
は
第
四
回
を

迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
昨
年
以
上

に
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
「
鉄
人
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
」
を
行
い
ま
す
。
賞
品
も
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、
優
勝
者
一
人

に
は
「
グ
ア
ム
島
旅
行
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で

す
。
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

当
日
参
加
者
全
員
に
、
ジ
ュ
ー
ス

と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。

日
時
8
月
1
5
日
2
午
後
6
時
3
0

　

分
（
時
間
厳
守
）

会
場
大
野
有
終
会
館
多
目
的
ホ

　

ー
ル

定
員
先
着
4
0
0
人

チ
ケ
ッ
ト
リ
ブ
レ
な
ど
で
5
0

　

0
円
で
発
売
中

賞
品
優
勝
・
グ
ア
ム
島
旅
行
（
1

　

人
）
準
優
勝
・
花
博
旅
行
券
（
2

　

人
×
2
組
）
3
京
都
旅
行
券
（
2

　

人
）
4
福
井
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
デ

　

ィ
ナ
ー
券
（
5
人
）
5
市
内
ホ
テ

　

ル
デ
ィ
ナ
ー
券
（
2
0
人
）
⑥
市
内

　

食
堂
昼
食
券
（
2
0
人
）
⑦
ケ
ー
キ

　

セ
ッ
ト
券
（
4
0
人
）

ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　

大
野
青
年
連
絡
会
で
は
、
当
日

の
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
毎
週
火
曜
口
の
夜
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
で
例
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
八
時

ご
ろ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ
は
会
長

北
川
和
文
（
五
条
方
3
8
－
2
8
豊
6
4

・
1
1
5
5
）
ま
た
は
市
教
委
社

会
教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
5
4
2
）
へ
。



W牌宙

中
国
で
縫
製
技
術
を
指
導
す
る

林
治
彦
が
（
西
勝
原
・
3
5
歳
）

　

林
治
彦
さ
ん
は
、
縫
製
技
術

の
指
導
者
と
し
て
国
際
協
力
事

業
川
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
に

選
ば
れ
、
七
月
十
二
目
、
中
国

へ
た
ち
ま
し
た
。
派
遣
完
は
中

国
・
遼
寧
省
遼
寧
市
の
婦
人
f

供
服
の
縫
製
工
場
で
す
。
出
国

を
前
に
、
山
内
市
長
を
訪
ね
た

林
さ
ん
は
「
私
の
経
験
を
生
か

し
て
、
生
産
管
理
や
品
質
管
理

を
主
に
指
導
し
、
両
国
の
友
好

関
係
に
役
立
ち
た
い
。
会
社
は

三
年
ほ
ど
休
職
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
将
来
こ
の
経
験
が
仕
事

の
上
で
も
プ
ラ
ス
に
な
る
時
が

来
る
と
思
う
」
と
意
欲
を
燃
や

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、

父
親
の
創
設
し
た
縫
製
工
場
で

1
三
年
間
働
い
て
き
た
ベ
テ
ラ

ン
で
す
。
受
け
入
れ
側
の
中
国

も
高
度
な
技
術
指
導
を
望
ん
で

い
る
た
め
、
面
接
担
当
の
事
業

団
職
り
も
慎
重
で
し
た
が
「
私

は
、
縫
製
技
術
関
係
の
面
接
を

十
五
年
問
担
当
し
て
き
ま
し
た

が
、
男
子
隊
貫
を
選
ん
だ
の
は

初
め
て
。
で
も
あ
な
た
な
ら
、

任
期
二
年
と
言
わ
ず
ご
一
年
は
務

め
て
ほ
し
い
。
私
が
太
鼓
判
を

押
す
」
と
激
励
し
て
く
れ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
家
庭
に
帰
れ
ば

三
児
の
父
で
す
が
、
留
守
宅
は

久
美
f
夫
人
が
が
っ
ち
り
守
っ

て
く
れ
る
の
で
安
心
と
の
こ
と
。

職
場
の
仲
間
や
家
族
の
た
め
に

も
が
ん
ば
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

私屯，勺・X｀こjk｀
【
U
が
す
が
し
い
早
朝
の
亀
山
登
り

Q

　

朝
五
時
過
ぎ
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が

亀
山
へ
登
っ
て
き
ま

す
。
走
っ
て
登
る
若
い
人
、
少
し

早
足
で
行
く
人
、
ゆ
っ
く
り
散
歩

の
人
。
そ
れ
ぞ
れ
体
調
に
合
わ
せ

て
、
す
れ
違
う
ご
と
、
未
知
の
人

に
も
朝
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま

す
。

　

大
き
い
木
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

鳥
の
声
が
し
て
、
花
屋
さ
ん
で
は

売
っ
て
い
な
い
小
さ
い
花
が
次
々

と
咲
い
て
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
静
か
に

息
を
深
く
吸
う
と
、
体
の
中
に
緑

が
染
み
て
い
く
よ
う
で
す
。
城
下

町
を
一
望
に
兄
下
ろ
し
て
、
そ
の

昔
の
お
殿
様
の
気

分
を
味
わ
い
、
あ

れ
こ
れ
想
像
し
ま

す
。

　

改
め
て
健
康
に

感
謝
の
思
い
至
る

帰
途
、
朝
市
で
、

も
ぎ
た
て
の
キ
ュ

ー
リ
、
ト
マ
ト
な

ど
を
求
め
る
の
も

こ
の
時
期
、
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
お
好
き
な
時
間

帯
に
亀
山
へ
。

　
　

（
春
日
ニ
ド
目
・
松
本
栄
f
）

A

　

市
は
昭
和
六
十
二

年
度
に
、
亀
山
公
園

基
本
整
備
構
想
を
ま

と
め
、
年
次
的
に
整
備
し
て
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
利
川

さ
れ
る
こ
と
は
私
ど
も
に
と
っ
て

も
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
度
、
西
側
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
か
ら
の
登
り
‐
と
し
て
、
階

段
を
新
設
し
ま
し
た
。
階
段
は
、

貨
部
で
二
百
二
十
三
段
あ
り
ま

す
が
、
途
中
三
ヵ
所
の
踊
り
場
に

は
ベ
ン
チ
も
設
け
ま
し
た
。
下
り

道
に
ご
利
川
い
た
だ
き
、
断
堀
川

の
コ
イ
を
兄
て
い
た
だ
く
の
も
い

か
が
で
し
ょ
う
。
今
年
は
、
西
側

登
り
‐
に
駐
車
場
と
ト
イ
レ
を
、

上
の
広
場
に
は
休
憩
所
な
ど
を
設

け
る
計
画
で
す
。

　

（
都
市
計
画
課
長
・
川
端
謹
吾
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
の
I
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
高
校
生
の
つ
ど
い

　

県
立
大
野
心
目
年
の
家
で
は
、
奥

越
四
高
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た

高
校
生
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。

日
時
8
月
刀
一
目
治
午
前
9
時
3
0

　

分
？
4
時

会
場
県
立
大
野
心
口
年
の
家
（
中

　

野
5
7
－
6
－
1
豊
6
5
・
7
1
0

　

3
）

内
容
①
話
し
合
い
「
あ
な
た
の

　

一
言
が
学
校
を
変
え
る
」
②
イ

　

ン
ト
ロ
ゲ
ー
ム
③
ソ
フ
ト
バ
レ

　

ー
大
会
④
茶
会

会
費
6
0
0
円
（
昼
食
代
）

申
込
先
各
校
の
実
行
委
員
の
生

　

徒
ま
た
は
先
生
（
当
日
参
加
も

　

可
）

●
お
お
の
簡
保
フ
ェ
ス
タ
9
0

　

大
野
簡
保
旅
行
会
で
は
、
市
内

各
郵
便
局
の
協
賛
を
得
て
、
簡
保

フ
ェ
ス
タ
9
0
を
開
き
ま
す
。
歌
謡

シ
ョ
ー
以
外
は
入
場
無
料
で
す
。

日
時
8
月
1
2
日
図
午
前
9
時
？

　

午
後
5
時

会
場
大
野
有
終
会
館

内
容
①
歌
謡
シ
ョ
ー
（
午
後
1

　

時
～
3
時
、
笹
み
ど
り
・
新
川

　

二
郎
な
ど
出
演
）
②
各
種
バ
ザ

　

ー
③
簡
保
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ナ
ー

　

④
記
念
切
予
・
ふ
る
さ
と
小
包

　

な
ど
の
展
示
即
売



8月6日～12日

　　

食品衛生週間
食
中
毒
の
季
節
で
す

　

守
聡
悟
予
防
結
詰
原
則

　

毎
年
全
国
で
、
三
、
四
万
人
が
食
中
毒
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
そ
の
半
数
以
上
が
、
七
月
か
ら
九
月
の
間
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
食
品
衛
生
週
間
が
、
八
月
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
食
中
毒
の
防
止
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
の
発
生
場
所
で
多
い
の

は
、
①
飲
食
店
2
家
庭
3
旅
館
④

仕
出
し
屋
の
順
で
す
。
家
庭
で
の

食
中
毒
は
、
表
面
化
し
な
い
も
の

も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
実

際
に
は
ト
ッ
プ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

営
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭

で
も
食
中
毒
の
予
防
に
心
が
け
ま

　

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は
、
①

清
潔
、
2
迅
速
、
3
加
熱
（
冷
却
）

で
す
。

ま
ず
清
潔
に

　

調
理
の
前
に
は
よ
く
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
ま
な
板
や
ふ
き
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
台
所
全
体
を
清
潔
に

し
、
な
る
べ
く
乾
燥
さ
せ
ま
し
よ

う
。
ま
な
板
や
ふ
き
ん
は
天
日
干

し
に
す
る
と
効
果
的
で
す
。

早
く
調
理
し
て

　
　

早
く
食
べ
る

　

食
品
が
細
菌
で
汚
染
さ
れ
な
い

う
ち
に
早
く
調
理
し
、
早
め
に
食

べ
ま
し
ょ
う
。
長
時
間
室
温
で
放

置
す
る
の
は
避
け
、
冷
蔵
庫
や
冷

凍
庫
を
上
手
に
活
川
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
家
庭
川
冷
蔵
庫
の
過
信

は
危
険
で
す
。
開
閉
を
頻
繁
に
す

る
た
め
、
低
温
に
保
て
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
開
閉
の
回
数
も
減

ら
す
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

魚
介
類
は
、
特
に
新
鮮
な
う
ち

に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

食
中
毒
の
原
因
と
な
っ
た
食
品
の

三
四
％
が
魚
介
類
で
す
。
ま
た
味

も
鮮
度
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

食
品
も
用
具
も

　

十
分
熱
処
理
を

　

細
菌
は
熱
に
弱
い
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
食
品
も
調
理
川
具
も

加
熱
処
理
を
十
分
し
て
、
細
菌
の

増
殖
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

　

塩
、
梅
干
し
、
酢
や
青
じ
そ
・

し
ょ
う
が
・
か
ら
し
菜
な
ど
の
刺

激
性
の
強
い
野
菜
は
、
細
菌
の
増

殖
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

上
手
に
使
っ
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
食
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

変
だ
と
感
じ
た
ら

　
　
　

す
ぐ
医
者
へ

　

食
中
毒
の
症
状
は
、
食
欲
不
振

吐
き
気
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢

発
熱
な
ど
で
す
。
脱
水
症
状
と
な

り
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
め
に
内
科
の
診
察
を
受
け
、
手

当
て
し
ま
し
よ
う
。

・ ・ エ ー ● ・ ● 工 ● ● ・ 工 ・ 工 4 ・ ・ I － ● ・ ● － ● 工 4 Φ ● I 一 エ こ ・ 工 「
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図 会 童 原 則 1

1

○
清
潔

＠
迅
速

＠
加
熱
（
冷
却
）

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（き65－7333）



勁
偏
回
包
湯

皆さんの身近な話顧をお知らせください・総務課広報広聴係酋66－1111

自然保護センター落成

　

7
月
1
2
日
、
南
六
呂
師
に
完
成
し

に
に
県
白
然
保
護
セ
ン
5
I
の
落
成
式

が
、
栗
田
知
事
ら
関
係
者
百
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
に
に
。
自
然
保
護

の
拠
点
施
設
の
開
館
に
ふ
さ
わ
し
く
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
い
て
、
牛
ジ
と

ヤ
マ
ド
リ
の
幼
鳥
、
合
わ
せ
て
2
0
羽

が
放
に
に
れ
ま
し
た
。
み
ど
り
の
少
年

隊
員
ら
が
、
箱
の
扉
を
開
け
る
と
い

っ
せ
い
に
大
空
へ
飛
び
だ
ち
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
通
信
で
行
政
情
報

　

越前おくえつネット運営協議会では、

パソコン通信を広く市民に体験しても

らおうと、図書館の一角に「メディア

快適コーナー」を設置しよし／こ。市の行

事や図書館の新刊書、保健センターな

どの情報も得られます。市観光協会の

キャプテンも併設されます。あな↑こ七

一一度体験してみてくびさい。

児
童
セ
ン
タ
ー
で
示
ネ
ス
に
挑
夢

　

市内の4つの児童センター（館）の共

通行事として、毎川「ニヤネスに挑戦」

ゲームがあります。6Hのテーマは、

鉛筆立てで、5本の鉛筆を立てる時問

を競う七のでした二。チいレピオンは、

山崎律子さん（小学3年・西部）で、6

秒76でしじ。来年3月まで、毎川テーマ

を決めて競います。あな／こもいかが。

本
格
〃
中
華
料
理
”
の
昧
を

　

本場の中華料理を学ばうと、大野市

勤労青少年ホームで中華料理教室が開

催されました。講師は、親鉱息トん（中

国）で、日中友好協会の米村俊太郎さ

んが紹介したもので、彼女のご主人は

福片大学院生です。毎週木曜日の夜7

時から、20人の受講生が熱心に本場の

味に挑戦しました。

高
校
生
の
職
場
見
学
始
ま
る

　

来年3月の高校卒業予定者を対象と

し／こ、地元企業の職場見学会が、7月11

日を皮切りに行われよし／こ。この日、

信用金庫を訪れた大野高校の女生徒55

人は、職員の説明を緊張した面持ちで

聞いていましたが、現金自動計算機で

硬貨が金種別に仕分けされて計算され

る様子には、みんな感心していました。

ピカピカのプールで水しぶき

　

蕨
生
小
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
に

続
い
て
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
七
月
二

十
一
日
に
竣
工
式
と
プ
ー
ル
開
き
が

行
わ
れ
ま
し
に
に
。
新
し
い
プ
ー
ル
は
、

ア
ル
ミ
製
（
2
5
‐
X
8
‐
）
で
4
コ

ー
ス
あ
り
、
更
衣
室
や
ト
イ
レ
1
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
初
日

か
ら
泳
げ
る
と
あ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
も
ひ
と
き
わ
高
い
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
に
に
。
8
月
末
に
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
完
成
し
ま
す
。



f
6
知
ら
せ

8書月

…
広
域
行
政
バ
ス

　

大
野
…
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
で
は
、
奥
越
地
域
の
観
光

産
業
施
設
な
ど
を
巡
る
「
広
域
行

政
バ
ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

日
時
8
月
9
9
一
日
2
午
前
8
時
1
5

　

分
大
野
市
役
所
前
集
合
（
雨
天

　

決
行
）

コ
ー
ス
市
役
所
↓
ツ
ヅ
キ
ボ
ウ

　

↓
六
呂
師
・
自
然
保
護
セ
ン
タ

　

ー
↓
奥
越
高
原
牧
場
↓
九
頭
竜

　

国
民
休
養
地
（
昼
食
）
↓
ア
ド
ベ

　

ン
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
中
竜
↓
市
役

　

所
（
午
後
4
時
2
0
分
帰
着
予
定
）

参
加
者
負
担
大
人
7
0
0
円
、

　

中
学
・
高
校
生
5
0
0
円
、
小

　

学
生
3
0
0
円
（
入
場
料
・
飲

　

み
物
代
含
む
、
当
日
徴
収
）

持
物
昼
食
・
飲
み
物
・
水
着

定
員
先
着
1
0
0
人

応
募
方
法
は
が
き
に
①
広
域
行

　

政
バ
ス
A
コ
ー
ス
希
望
2
住
所

　

3
氏
名
4
年
齢
（
学
年
）
5
電
話

　

番
号
を
書
い
て
、
8
月
1
5
日
ま

　

で
に
、
唇
9
1
2
大
野
市
天
神
町
1

　

－
1
大
野
市
役
所
内
大
野
・

勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
9
1
）
へ

…
B
＆
G
水
泳
大
会

日
時
8
月
2
6
日
2
午
前
9
時
？

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
・
中
学
生
、
幼
児
と
保

　

護
者
、
一
般
（
い
ず
れ
も
市
民

　

で
あ
る
こ
と
）

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
…
バ
タ
フ
ラ
イ
の
各
2
5
‐
・

　

5
0
□
、
1
0
0
□
個
人
メ
ド
レ

　

ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目

申
込
方
法
8
月
1
9
口
2
ま
で
に

　

参
加
費
一
人
2
0
0
円
（
保
険

　

料
）
を
添
え
て
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
稲
郷
4
3
－
1
7
－
1
豊
6
4
・
1

　

3
1
1
）
へ

・
「
女
性
の
文
化
展
い
作
品
募
集

　
　

「
2
1
世
紀
を
ひ
ら
く
ふ
く
い
女

性
の
つ
ど
い
」
の
一
環
と
し
て
、

女
性
の
文
化
展
を
開
き
ま
す
。
中

学
生
以
上
の
女
性
な
ら
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
0
日
①
・
2
1
日
2

会
場
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

　

ザ
（
福
井
市
田
原
一
ド
目
）

募
集
作
品
①
口
本
画
2
洋
画
3

　

彫
刻
4
工
芸
5
手
芸
⑥
書
⑦
写

　

真
⑧
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
う

　

ち
未
発
表
の
も
の
で
、
一
人
一

　

部
門
一
点

作
品
の
搬
入
・
搬
出
1
0
月
2
0
日

　

午
前
8
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
に

　

搬
入
、
2
1
日
2
午
後
4
時
3
0
分

　

～
6
時
に
搬
出

　

出
品
さ
れ
る
人
は
、
8
月
3
1
日

ま
で
に
、
出
品
申
し
込
み
書
を
福

井
県
青
少
年
女
性
課
女
性
対
策
室

　

（
そ
9
1
2
福
井
市
大
手
3
－
1
7
－
1

雲
0
7
7
6
・
2
1
・
1
1
1
1
内

線
2
3
6
4
）
へ
。
川
紙
は
大
野

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
も

あ
り
ま
す
。

…
高
等
学
校
開
放
講
座

　

勝
山
南
高
校
で
は
学
校
開
放
講

座
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
9
月
1
日
？
1
2
月
1
日
の

　

土
曜
日
に
1
0
回
、
午
後
3
時
？

　

6
時

対
象
一
般
社
会
人
先
着
4
0
人

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

　

受
講
者
負
担
）

申
込
方
法
唇
9
1
1
勝
山
市
昭
和
町

　

3
－
1
－
6
9
勝
山
南
高
校
商
業

　

科
（
豊
8
8
・
0
1
6
2
）
へ
、

　

電
話
ま
た
は
は
が
き
で
①
住
所

　

2
氏
名
3
年
齢
4
電
話
番
号
を
。

　

口
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
時
①
8
月
5
日
2
午
前
9
時

　

～
O
時
3
0
分
2
1
2
月
2
3
日
2
午

　

前
9
時
？
正
午
3
平
成
3
年
3

　

月
2
3
日
2
午
前
9
時
～
正
午

料
理
内
容
手
作
り
ア
イ
ス
ク
リ

　

ー
ム
ー
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー

　

キ
ー
マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど
、
そ
れ

　

ぞ
れ
季
節
に
あ
っ
た
お
や
つ

対
象
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先

　

着
2
0
組
（
1
回
の
み
も
可
）

受
講
料
無
料
（
材
料
費
は
1
組

　

1
回
当
た
り
3
0
0
円
～
5
0

　

0
円
必
要
）

申
込
方
法
唇
m
勝
山
市
昭
和
町

　

3
－
1
－
6
9
勝
山
南
高
校
生
活

　

経
営
科
（
豊
8
8
・
0
1
6
2
）

　

へ
、
電
話
ま
た
は
は
が
き
で
7

　

月
2
0
日
ま
で
に
①
住
所
2
氏
名

　

3
年
齢
（
学
年
）
④
電
話
番
号
を
。

…
歴
史
民
族
噴
測
館

　

特
別
展
「
駕
龍
」

　

市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
特

別
展
「
駕
龍
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
て
い
る
の
は
、
江
戸
時

代
ま
で
乗
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
か
ご
1
1
■
t
挺
で
、
大
野
藩
主
土
井

家
の
紋
が
入
っ
た
女
性
川
か
ご
を

は
じ
め
、
僧
侶
川
、
医
者
川
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
「
街
道

図
屏
風
」
な
ど
旅
に
関
す
る
史
料

7
点
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時
7
月
2
8
日
①
？
9
月
2
日

　

2
（
月
曜
日
休
館
）
の
午
前
9

　

時
？
午
後
5
時

会
場
市
産
業
文
化
展
示
館

観
覧
料
大
人
1
0
0
円
…
小
中

　

学
生
5
0
円

犬
を
飼
う
人
へ

五
つ
の
お
願
い

　

犬
に
か
ま
れ
た
と
か
飼
い
主
が

フ
ン
の
始
末
を
し
な
い
な
ど
、
犬

に
対
す
る
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
次

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
犬

に
1
そ
し
て
周
り
の
人
に
も
愛
情

を
1
つ
て
飼
い
よ
し
ょ
う
。

　

①
犬
も
家
族
の
一
員

　

家
族
の
一
員
と
し
て
愛
情
を
も

っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
必
要

な
ら
ば
避
妊
1
し
ま
し
ょ
う
。

　

2
登
録
と
注
射

　

年
一
回
、
必
ず
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
、
保
健
所
へ
登
録
し
よ

し
ょ
う
。
鑑
札
・
注
射
済
票
は
首

輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

③
鎖
に
つ
な
い
で

　

放
し
飼
い
に
よ
る
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
運
動
は
飼
い
主
が
つ

い
て
さ
せ
よ
し
ょ
う
。

　

④
フ
ン
の
仕
末

　

飼
い
主
の
責
任
で
仕
末
し
て
く

だ
さ
い
。
公
園
や
道
路
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
よ
し
ょ
う
。

　

⑤
不
要
犬
は
保
健
所
へ

　

野
良
犬
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
社
会
問
題
が
起
き
ま
す
。
そ
の

原
因
は
捨
て
犬
で
す
。
ど
う
し
て

七
い
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
保

健
所
（
豊
6
6
・
2
0
7
6
）
へ
相

談
し
よ
し
ょ
う
。



トINFORMATION

・
中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
弱
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

で
義
務
教
育
の
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
人
を
対
象
に
、
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
が
あ
り
ま
す
。

日
時
H
月
9
日
2

会
場
未
定
（
県
内
で
一
会
場
）

試
験
科
目
中
学
校
程
度
の
国
語

　

社
会
・
数
学
・
理
科
・
外
国
語

願
書
受
付
期
間
8
月
6
日
⑥
？

　

9
月
5
日
2

願
書
請
求
・
問
合
せ
先
ぞ
m
福

井
市
大
手
3
－
1
7
－
1
県
教
育

庁
指
導
課
（
豊
0
7
7
6
・
2
1
・

1
1
1
内
線
4
1
7
4
）

・
実
用
講
座
参
加
者
募
集

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
各
種
実
川
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
、
受
講
料
を
添
え
て
同
セ

ン
タ
ー
（
中
挾
1
－
1
6
0
1
市

農
協
会
館
前
豊
6
5
・
6
8
4
0
）

へ
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。

講座名 日時 定員 受講料

実用習字
9月7日～12月14日（14回）
毎週金曜日の午後7時～9時

16人
（14回分）
2，000円

初級

手編み

昼
9月1ロ～12月8［］（12回）
毎週土曜日の午前9時30分～11時30分

20人
（12回分）
2．000円

夜
9月7［I～12月21日（8回）
第1…3金曜日の午後7時～8時30分

20人
（8回分）
1，200円

和裁
10月5日～3年3月22日
毎週金曜日の午後1時～4時 15人

（1ヵ月分）　
1，000円

●
農
業
セ
ミ
ナ
ー

　

奥
越
農
業
改
良
普
及
所
で
は
、

農
業
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
日
時
未
定
の
回
は

い
ず
れ
も
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

内
容
と
日
時
①
家
庭
菜
園
の
作

　

り
方
と
食
糧
自
給
に
つ
い
て
（
ク

　

イ
ズ
で
学
習
）
9
月
8
日
①
午

　

後
1
時
3
0
分
～
2
輸
人
食
品
に

　

つ
い
て
（
講
義
）
1
0
月
中
3
手

　

作
り
食
品
に
ト
ラ
イ
（
実
習
）

　

H
一
月
中

会
場
県
立
大
野
青
年
の
家
（
中

　

野
5
7
－
6
－
1
）

対
象
お
お
む
ね
3
5
歳
以
下
の
人

定
員
先
着
2
5
人

申
込
方
法
奥
越
農
業
改
良
普
及

　

所
（
県
合
同
庁
舎
内
豊
6
5
・
1

　

2
8
0
）
庄
田
さ
ん
へ
、
8
月

　

9
9
一
日
ま
で
に
電
話
で
。

…
発
電
所
の
放
水
口
付
近
は

　

水
泳
禁
止
で
す

　

真
名
川
の
県
真
名
川
発
電
所
（
五

条
方
）
放
水
日
か
ら
、
そ
の
下
流

佐
開
橋
ま
で
は
危
険
水
域
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
水
泳
禁
止
で
す
。

　

発
電
所
の
放
水
日
付
近
の
河
川

は
、
発
電
用
水
の
調
整
の
た
め
、

急
に
水
が
増
え
た
り
、
減
っ
た
り

し
ま
す
。
学
校
が
夏
休
み
で
、
川

へ
出
か
け
る
子
供
さ
ん
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
危
険
水
域
に
入
ら

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
法
人
事
業
所
は

　

す
べ
て
社
会
保
険
に

昭
和
6
3
年
4
月
か
ら
、
法
人
の

会
社
や
L
場
で
働
く
人
（
常
勤
役

以
を
含
む
）
は
す
べ
て
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
所

は
、
す
み
や
か
に
加
人
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

第
2
水
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
、

加
人
手
続
き
な
ど
の
事
務
説
明
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
福
井
社
会
保
険
事
務

　

所
社
会
保
険
適
川
課
（
5
m
福

　

井
市
手
寄
2
－
1
－
3
4
豊
0
7

　

7
6
・
2
3
・
1
0
0
2
）

・
行
方
不
明
者
を
捜
す

　

相
談
所
を
開
き
ま
す

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
警
察
で
は
、
8
月
中
「
行
方

不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

県
内
に
は
、
5
月
末
現
在
で
、

身
元
不
明
の
死
体
が
2
0
3
体
、

家
出
し
て
行
方
が
分
か
ら
な
い
人

が
1
8
4
人
も
い
ま
す
。
警
察
で

は
全
国
の
資
料
を
川
意
し
て
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
所
開
設
場
所
大
野
警
察
署

　

刑
事
防
犯
課
（
豊
6
6
・
3
9
0

　

0
）
・
県
警
本
部
鑑
識
課
（
豊
0

　

7
7
6
・
9
9
一
…
2
8
8
0
内
線

　

2
3
6
6
）

あなたの思：f工jを詩に
やいまびこ
コンサート

d）：詩募集

　

体に障害をもつ人、そしてとも

に支えあう人たちの思いや希望を

つづった詩に、みんなでメロディー

をつけてみんなで歌う。これが「や

まびこコンサート」です。来年7

月に開催を予定しています。

　

あなたの思いや希望を、ぜひ実

行委員会へお寄せください。コン

サートをつくる仲間も募集中です。

応募資格県内在住で体に障害を

　

もつ人とその家族

題材・内容自由。ただし未発表

　

作品（作曲も可）

応募点数1人2点以内

応募方法便せんなどに書いてく

　

ださい。郵送のほか、ファクシ

　

ミリによる送信や点字や録音テ

　

ープに収録したものも受け付け

　

ます。

締切8月31日2

応募先唇912大野市天神町1一

　

19大野市社会福祉協議会内やま

　

びこコンサート実行委員会（豊

65・8773FAX65・8776）
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⑩
萩
ヶ
野

　

阪
谷
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
左
折
し
た
と
こ
ろ

が
、
こ
の
集
落
に
な
り
ま
す
。
地
名
の
由
来

に
つ
い
て
は
、
阪
谷
五
箇
村
誌
に
「
草
分
当

時
一
帯
花
香
莽
々
た
る
萩
の
野
た
り
し
ぞ
」

と
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
こ
の
集
落
は

三
十
数
戸
あ
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
に
移
住

す
る
な
ど
し
て
、
現
在
は
二
十
戸
で
す
。
明

治
四
十
年
に
つ
り
橋
が
で
き
る
ま
で
は
、
舟

で
九
頭
竜
川
を
行
き
来
し
ま
し
た
。
阪
谷
地

区
は
元
来
勝
山
藩
に
属
し
、
嘉
永
年
間
に
飯

岡
家
の
土
蔵
は
同
藩
の
備
荒
倉
に
あ
て
ら
れ

石
高
一
石
に
つ
き
一
升
の
割
で
瞰
が
貯
蔵
さ

れ
ま
し
た
。
同
家
の
「
備
荒
倉
額
」
は
、
越

前
大
野
城
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
落
は
ほ
と
ん
ど
が
、
勝
山
市
芳
野

の
浄
願
寺
の
檀
家
で
す
。
昔
、
同
寺
が
建
て

ら
れ
た
と
き
、
飯
岡
家
か
ら
ヶ
ヤ
キ
の
大
木

が
寄
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
木
を
九
頭
竜
川

に
落
し
て
下
荒
井
ま
で
流
し
、
そ
こ
か
ら
は

車
で
運
ん
だ
そ
う
で
す
。
同
家
に
は
、
勝
山

藩
主
小
笠
原
長
守
公
（
八
代
）
の
掛
物
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
に
は
、
萩
ヶ
野
稲
作
生
産

組
合
が
つ
く
ら
れ
、
農
機
具
は
す
べ
て
共
同

で
使
用
し
て
い
ま
す
。
各
戸
が
共
同
出
資
し

て
新
し
い
機
械
を
補
充
す
る
な
ど
し
て
う
ま

く
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

集
落
の
入
り
口
の
久
保
橋
は
数
年
前
に
拡

幅
さ
れ
ま
し
た
が
、
道
路
も
大
型
車
が
入
れ

る
よ
う
な
計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
幡

神
社
に
は
り
っ
ぱ
な
相
撲
の
土
俵
が
あ
り
ま

す
が
、
む
か
し
盛
ん
だ
っ
た
夜
相
撲
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
八
月
十
一
日
の
阪
谷
ま
つ
り

に
は
、
子
供
相
撲
が
あ
る
そ
う
で
す
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11，280世帯 ＋6世帯

人1」

男 20，262人 －3人

女 21，994人 ＋13人

計 42，256人 ＋10人

6月中の異動
転入 46人 転出 54人

出生 35人 死亡 17人

市内の交通事故状況（年・，ヽ69・）

件数内訳 平成2年　6月末平成元年　6月末増減

総件数 187件 172件 ＋15件

人身

事故

件数 81件 89件 ー8件

死者 1人 1人 士0人

傷者 102人 121人 一19人

物損事故 106件 83件 ＋23件

表
紙
の
こ
と
ば

　
　

「
こ
ん
に
ち
は
。
ば
く
ミ
ー

ち
ゃ
ん
で
す
」
「
あ
の
I
ば
く

5
マ
ち
ゃ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
」

　

図
書
館
で
三
回
に
わ
た
っ
て

手
づ
く
り
人
形
劇
の
講
習
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
最
終
回
に
は

自
作
の
人
形
を
使
っ
て
劇
の
練

習
も
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
を

見
つ
め
る
お
子
さ
ん
の
瞳
も
、

真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

編
集
後
記

　

新
庄
遺
跡
の
発
掘
作
業
も
ほ

ば
終
了
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
交
じ
っ
で
、

二
人
の
青
年
が
頭
か
ら
泥
だ
ら

け
に
な
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま

し
に
に
。
国
学
院
大
学
院
生
の
本

多
さ
ん
と
市
教
育
委
員
会
の
佐

々
木
さ
ん
で
す
。
「
包
丁
が
出
ま

し
た
よ
」
と
真
っ
黒
に
日
焼
し

た
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
（
石
）

j－．見i昏

　

森
高
さ
ん
の
前
の
電

柱
に
付
け
て
あ
る
外
灯

が
点
滅
し
て
い
た
が
、

と
う
と
う
真
っ
暗
に
な

っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、

急
に
天
か
ら
銀
河
が
流

れ
て
来
て
、
涼
し
い
月
も
あ
ら
わ
れ
た
の
で
、

び
っ
く
り
し
た
。
一
句
で
き
そ
う
な
気
分
だ
っ

た
？
長
岡
に
い
る
長
男
か
ら
、
信
濃
川
の
花
火

は
す
ご
い
！
と
言
っ
て
来
た
け
ど
、
一
度
兄
た

い
と
思
う
。
今
月
は
盆
踊
り
の
行
事
も
続
く
し

ウ
チ
ワ
を
使
い
な
が
ら
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
夜

景
に
溶
け
込
む
の
も
悪
く
な
い
？
「
ヤ
ン
レ
サ

ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
エ
、
こ
れ
か
ら
若
い
衆
さ
ん
じ

ゃ
…
」
と
音
頭
を
と
り
な
が
ら
、
野
蛮
な
連
中

が
、
ほ
お
か
ぶ
り
し
て
踊
り
の
輪
を
広
げ
て
い

く
。
な
ん
と
も
ワ
イ
ザ
ツ
な
歌
詞
を
ど
ん
ど
ん

繰
り
出
す
の
だ
。
何
も
知
ら
な
い
童
ど
も
は
輪

の
中
で
無
邪
気
に
跳
び
は
ね
て
い
た
っ
け
。
で

こ
ぼ
こ
し
た
地
面
を
厚
歯
の
ゲ
タ
で
け
り
な
が

ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
踊
り
ま
く
る
の
だ
か
ら

フ
ン
ド
シ
が
緩
ん
で
中
味
も
躍
動
す
る
。
う
っ

積
し
て
い
た
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
浄
化
さ
れ
て

全
身
が
勇
躍
歓
喜
す
る
。
中
央
の
ヤ
グ
ラ
の
上

の
盆
棚
に
は
祖
霊
も
迎
え
ら
れ
、
死
者
と
生
者

が
融
合
し
、
踊
り
ザ
ン
マ
イ
の
境
と
な
る
。
む

ろ
ん
、
そ
ん
な
自
然
発
生
的
な
（
？
）
盆
踊
り

な
ど
夢
の
夢
だ
？
黒
沢
明
の
『
夢
』
で
は
、
踊

り
の
シ
ー
ン
が
最
も
鮮
烈
だ
っ
た
。
電
灯
も
な

い
村
で
は
水
巾
が
回
り
続
け
て
い
る
。
百
二
歳

の
老
人
ら
は
色
彩
豊
か
な
衣
装
を
つ
け
て
踊
り

な
が
ら
、
野
辺
送
り
す
る
の
で
あ
る
▼
‐
本
中

ど
こ
へ
行
っ
て
も
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ョ
ー
だ
ら
け

だ
が
、
わ
が
町
の
伝
統
あ
る
盆
踊
り
だ
け
は
、

ま
す
ま
す
盛
大
に
し
た
い
も
の
だ
。
（
N
）

発
行
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井
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1
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